
〈書
「慶
安
御
触
書
」
は
従
来
、
江
戸
時
代
の
幕
府

。
大
名
に
よ
る
農
民
支
配
の

あ
り
方
と
農
民
た
ち
の
生
活
な
ど
を
考
え
て
い
く
格
好
の
史
料
と
し
て
扱
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
発
令
年
次
と
性
格
に
つ
い
て
、
慶
安
二

（
一
六
四
九
）
年
発

令
の
全
国
的
幕
府
法
令
と
考
え
る
こ
と
に
疑
義
が
提
示
さ
れ
て
久
し
い
。
山
本

は
本
書
の
意
義
に
つ
い
て

「
一
九
九
九
年
時
点
で
の

『慶
安
御
触
書
』
論
争
は
、

一
体
ど
こ
か
ら
出
発
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
提
起
の
書
で
あ

っ
て
、
何
が

ど
こ
ま
で
明
ら
か
に
な

っ
た
の
か
と
い
う
問
題
解
決
の
書
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
著
述
に
あ
た

っ
て
は
、
何
よ
り
も
事
実
関
係
の
確
定
に
主
眼
を
置
い
た
」
と

述
べ
て
い
る

（二
四
八
頁
）
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

序
章

　
　
「慶
安
御
触
書
」
研
究
の
成
果
と
課
題

第

一
章
　
慶
安
御
触
書
の
源
流

第
二
章

　

「百
姓
身
持
之
事
」
か
ら

「百
姓
身
持
之
覚
書
」

へ

第
二
章

　

「百
姓
身
持
之
事
」
流
布
過
程
の
考
察

第
四
章

　

「条
令
拾
遺
」
の
書
誌
学
的
考
察

第
五
章

　

「条
令
拾
遺
」
所
収

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
お
よ
び

「検
地
掟
」

の
歴
史
的
性
格

第
六
章
　
文
政
十
三
年
美
濃
国
岩
村
藩

「慶
安
御
触
書
」
出
版
と
そ
の
歴
史

的
意
義

第
七
章
　
全
国
に
お
け
る

「慶
安
御
触
書
」
の
受
容
と
そ
の
特
徴

。
そ
の

一

第
八
章
　
全
国
に
お
け
る

「慶
安
御
触
書
」
の
受
容
と
そ
の
特
徴

・
そ
の
二

終
章

　
　
「慶
安
御
触
書
」
か
ら
見
た
十
九
世
紀
の
政
治
社
会
と
日
本
の
近

代
化

以
上
の
論
述
か
ら

「慶
安
御
触
書
」
の
成
立
過
程
を
遡
る
こ
と
で
、
そ
の
源

流
に
迫

っ
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

評
〉山

本

英

二

『慶

安

御

触

書

成

立

試

論
』

日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部

一
九
九
九
年
二
月
二
十
五
日
発
行

伊

東

富

昭

ま
ず
教
科
書
な
ど
で

「慶
安
御
触
書
」
と
し
て
利
用
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、

一
八
七
八

（明
治
十

一
）
年
か
ら

一
八
八
四

（明
治
十
七
）
年
に
か
け
て
、
司

法
省
に
よ
つ
て
編
纂
さ
れ
た

『徳
川
禁
令
考
』
の
前
衆
第
五
峡
庶
民
の
項
に
収

録
さ
れ
た
、
慶
安
二
年
二
月
二
十
六
日
付

「諸
国
郷
村
江
被
仰
出
」
で
あ
る
。

編
纂
者
菊
池
駿
助
が
こ
れ
を
全
国
法
令
と
認
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
典
拠
と
さ
れ
た
幕
臣
宮
崎
成
身
に
よ
る

『教
令
類
纂
』
（天

保
六

〔
一
人
三
五
〕
～
天
保
十

〔
一
八
三
九
〕
年
編
纂
）
は
、
「公
儀
御
法
度

を
恐
れ
」
を

「公
儀
御
法
度
を
怠
り
」
と
誤
記
し
て
い
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

「徳
川
禁
令
考
」
は
そ
の
誤
り
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
そ
こ
で

「慶
安

御
触
書
」
の
よ
り
良
い
テ
キ
ス
ト
を
幕
府
周
辺
に
求
め
る
と
す
る
と
、
編
纂
年

次
が
不
明
で
あ

っ
た

『条
令
拾
遺
』
が
浮
か
ん
で
く
る
。
同
書
第
四
十
四
項
に

慶
安
二
年
二
月
二
十
六
日
付

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
全
三
十
二
ヶ
条
と
し
て
収

録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『条
令
拾
遺
』
は
そ
れ
以
前
に
成
立
し
て
い
た

『条
令
』
（編
纂
に
は
新
井

白
石
の
関
与
が
推
定
で
き
る
と
い
う
）
の
拾
遺
と
し
て
、
文
政
年
間

（
一
人

一

人
～
三
〇
）
に

『徳
川
実
紀
』
編
纂
用
参
考
文
献
と
し
て
林
述
斎
も
し
く
は
昌

平
坂
学
問
所
関
係
者
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「徳
川
実
紀
』
は

林
述
斎
の
建
議
に
よ
り
編
纂
が
決
定
さ
れ
、
文
化
六

（
一
八
〇
九
）
年
に
起
稿
、

完
成

・
献
上
さ
れ
た
の
が
天
保
十
四

（
一
八
四
三
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
つ

た
。そ
し
て
問
題
の

「慶
安
御
触
書
」
と
い
う
呼
称
が
初
め
て
使
用
さ
れ
た
の
が
、

文
政
十
三

（
一
八
三
〇
）
年
、
美
濃
国
岩
村
藩
で
の

『慶
安
御
触
書
』
出
版
に

お
い
て
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
の
仕
掛
人
が
誰
あ
ろ
う
、
文
政
九

（
一
八
二
六
）

年
か
ら
、
岩
村
藩
主
松
平
乗
美
の
後
見
役
を
勤
め
て
い
た
、
前
述
の
幕
府
学
問

所
総
裁
林
述
斎
で
あ

っ
た
。
述
斎
と
親
交
の
あ

っ
た
肥
前
松
浦
藩
前
藩
主
松
浦

-30-



静
山
の

『甲
子
夜
話
続
編
』
巻
四
十
七
、
文
政
十
三
年
八
月
八
日
条
に
、
慶
安

二
年
公
布
の
幕
府
法
令
を
、
述
斎
が
岩
村
藩
で
本
版
本
に
し
て
領
内
に
再
配
布

し
、
帰
府
し
た
述
斎
か
ら
静
山
に
、
そ
の
内
の

一
冊
が
送
ら
れ
た
こ
と
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
地
に
残
る
史
料
で
あ
る
美
濃
国
岩
村
藩
領
山
県
郡
日

原
村
頭
分
百
姓

（藩
御
用
達
）
江
崎
俊
蔵
に
よ
る
、
文
政
十
三
年
正
月

「記
録

諸
規
矩
大
意
」
で
は
、
同
年
八
月
十
日
に
、
「
慶
安
御
触
書
』
が
版
行
さ
れ
、

領
内
村
々
に
頒
布
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
同
史
料
に
よ
る
と
、
そ

の
後
、
天
保
二

（
一
人
三

一
）
年
二
月
十
日
、
『
六
諭
行
義
』
を
村
々
の
分
に

応
じ
、
心
得

の
た
め
に
配
布
。
さ
ら
に
天
保
三
年
、
『
農
喩
』
を
領
内
村

々
、

村
方
三
役
に

一
冊
づ

つ
、
計
三
冊
配
布
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

尚
、
「慶
安
御
触
書
」

の
呼
称
を
持

つ
テ
キ
ス
ト
の
存
在
は
、
こ
の
岩
村
藩

版
以
前
に
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
来
、
寛
政
年
間
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て

い
た
信
濃
国
高
井
郡
矢
島
村
須
山
家
本
は
、
天
保
十
二

（
一
八
四

一
）
年
信
濃

国
中
之
条
代
官
大
原
左
近
伝
達

「慶
安
御
触
書
」
と
天
保
六

（
一
八
三
五
）
年

同
国
高
井
郡

（越
後
国
椎
谷
藩
飛
地
）
頒
布
の
岩
村
藩
版
系
統

「慶
安
御
触
書
」

と
を
折
衷
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
天
保
元

（
一
人
三
ｏ
）
年
上
野
国
沼
田

藩
で
の

「慶
安
御
触
書
」
採
用
が
最
も
早
い
採
用
例
で
あ
る
。

「慶
安
御
触
書
」
の
受
容
年
代
は
天
保
年
間
に
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は

天
保
の
大
飢
饉

へ
の
対
応
策
と

い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
特
に
岩
村

・
掛
川

両
藩
で
は
、
飢
饉
の
ガ
イ
ド

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
の

『農
喩
』
を
同
時
に
配
布

し
て
い
る
。

さ
て
幕
府
で
収
集
し
た
で
あ
ろ
う

「慶
安
御
触
書
」
の
原
本
は
現
存
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
禄
十

（
一
六
九
七
）
年
甲
府
徳
川
藩

「
百
姓
身
持
之
覚

書
」
三
十
二
ヶ
条
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲
斐
国
巨
摩
郡
西
郡
筋
江
原
村

の
長
百
姓

（内
藤
）
家
所
蔵
の
文
書
で
、　
一
九
七
三
年
に
山
梨
県
甲
西
町
で
刊

行
さ
れ
た

『甲
西
町
誌
』
の
資
料
編
、
第
五
十
四
号
文
書
と
し
て
既
に
紹
介
さ

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
甲
府
徳
川
藩
と

い
う

の
は
、
慶
安
四

（
一
六
五

一
）

年
、
徳
川
綱
重
が
十
五
万
石
で
封
じ
ら
れ
て
以
後
、
そ
の
子
綱
豊
の
代
で
三
十

五
万
石
と
な
り
、
宝
永
元

（
一
七
〇
四
）
年
に
五
代
将
軍
綱
吉
の
養
子
に
な
る

ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

甲
府
藩

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
の
再
発
見
に
よ

っ
て
、
「慶
安
御
触
書
」
の

の
源
流
と
し
て
は
、
従
来
、
天
明
二

（
一
七
八
二
）
年
甲
斐
国
巨
摩
郡
北
山
筋

亀
沢
村

「百
姓
身
持
書
」
二
十
五
ヶ
条

（藤
沢
市
文
書
館
所
蔵

「金
沢
甚
衛
蒐

集
文
書
」
）
が
上
限
と
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、　
一
挙
に
八
十
五
年
、
し
か
も
よ

り

「慶
安
御
触
書
」
に
近
い
形
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
ら
に
、
十
七
世
紀
後
半
成
立
と
推
定
さ
れ
る
山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町

（百
々
）
秋
山
公
雄
家
文
書

「百
姓
身
持
之
事
」
三
十

一
ヶ
条
と
寛
文
五

（
一

六
六
五
）
年
二
月
十
四
日
書
写
と
さ
れ
る
信
濃
国
佐
久
郡
牧
布
施
村
土
屋
正
雄

家

「勧
農
御
触
書
資
料
」
三
十
五
ヶ
条

（表
題
無
し
）
の
存
在
か
ら
、
秋
山
本

と
土
屋
本
の
原
型
と
し
て
、
寛
文
五
年
二
月
十
四
日
以
前
成
立
の

「百
姓
身
持

之
事
」
全
三
十
六
ヶ
条
の
存
在
が
推
定
で
き
る
。
甲
府
藩
で
は
こ
れ
を
元
に

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
を
藩
法
と
し
て
公
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

「百
姓
身
持
之
事
」
に
先
行
す
る
文
書
で

「慶
安
御
触
書
」
と
共
通
性
の
あ

る
も
の
と
し
て
は
、
慶
安
三

（
一
六
五
〇
）
年
二
月
二
十
日
付
、
信
濃
国
佐
久

郡
下
桜
井
村
五
人
組
帳
と
、
同
年
正
月
十

一
日
付
、
同
国
佐
久
郡
大
深
山
村
五
　
　
ト

人
組
帳
の
前
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
共
に
幕
府
代
官
設
楽
権
兵
衛

（甲
州
と
縁
　
　
・３

が
深
い
）
宛
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
設
楽
権
兵
衛
五
人
組
帳
前
書
を

「百
姓
身
持
之
事
」
が
利
用
し
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に

「慶
安
御
触
書
」
の
源
流
は
、
寛
文
期
～
元
禄
期
、
十
七
世
紀

後
半
の
甲
府
徳
川
藩
領
周
辺
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
か
ら

「慶
安
御
触
書
」

へ
の
流
れ
と
は
別

に
、
「百
姓
身
持
之
事
」
が
他
地
域
に
伝
来
し
た
ケ
ー
ス
も
確
認
で
き
る
。
宝

暦
八

（
一
七
五
八
）
年
に
下
野
国
黒
羽
藩
で
藩
主
大
関
増
興
主
導
の
下
に
農
民

教
諭
書
と
し
て
配
布
さ
れ
た

「百
姓
身
持
教
訓
」
十
八
ヶ
条
の
系
統
が
そ
れ
で

あ
る
。
黒
羽
藩
に
お
け
る
農
村
教
化
政
策
の
意
義
は
、
「
百
姓
身
持
之
事
」
を
教
諭

書

「百
姓
身
持
教
訓
」
と
し
て
採
用
し
、
関
東
周
辺
諸
地
域

へ
普
及
さ
せ
た
こ

と
以
上
に
、
岩
村
藩
の

『慶
安
御
触
書
』
版
行
に
与
え
た
影
響
が
大
き
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黒
羽
藩
に
お
い
て
直
接
、
農
村
教
化
政
策
に
当
た
っ
た

の
は
家
老
鈴
木
武
助
正
長
で
あ

っ
た
。
彼
は
文
化
二

（
一
人
〇
五
）
年
八
月
に



「き

ゝ
ん
用
心
農
喩
」
を
著
し
て
お
り
、
こ
れ
に
着
目
し
た
隣
藩
水
戸
藩
の
郡

奉
行
小
宮
山
楓
軒
が
文
化
五

（
一
人
〇
八
）
年
、
「農
民
懲
誠
篇
」
と
改
題

・

増
補
し
て
藩
内
に
流
布
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
、
黒
羽
藩
で
は
鈴
木
武
助
の
七

回
忌
法
要
に
際
し
、
文
化
九

（
一
八
二

一
）
年
、
本
版
刷
り
の

『農
喩
』
を
領

内
に
頒
布
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
文
政
八

（
一
人
二
五
）
年
に
は
、
水
戸
藩
士

秋
山
盛
恭
も
本
版
刷
り
に
し
て
い
る
。

要
す
る
に
文
政
十
三

（
一
人
三
〇
）
年
の
岩
村
藩
に
よ
る
法
令
で
あ
る

『慶

安
御
触
書
』
の
版
行
と
い
う
前
例
の
な
い
、
領
内

へ
の
伝
達
方
法
は
、
黒
羽
藩

で
の

『農
喩
』
版
行
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
寛
文
十
三

（
一
六
七
三
）
年
、
幕
府
法
令
と
し
て
発
令
さ
れ
た
と
さ

れ
る

「分
地
制
限
令
」
に
つ
い
て
も
、
同
年
発
令
の
全
国
的
幕
府
法
令
と
は
言

え
な
い
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

「慶
安
御
触
書
」
と
同
様
、
『御
当
家
令
条
』
『御
触
書
寛
保
集
成
』
に
見
ら

れ
な
い
。
典
拠
と
さ
れ
る
の
は
大
蔵
省
編

『
日
本
財
政
経
済
史
料
』
第
二
巻
所

収
の

「伍
簿
案
」
で
あ
る
が
、
そ
の
来
歴
は
不
明
で
あ
る
。
「百
姓
身
持
之
覚

書
」
で
は
第
十
八
条
に
当
た
り
、
「慶
安
御
触
書
」
が
、
慶
安
二

（
一
六
四
九
）

年
幕
府
制
定
法
で
あ
る
な
ら
、
「分
地
制
限
令
」
は
慶
安
二
年
ま
で
遡
及
し
得

る
。
し
か
し

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
を
収
載
す
る

『条
令
拾
遺
』
第
四
十
七
項

目
の

「検
地
掟
」
に
は
分
割
相
続
を
許
容
す
る
内
容
も
見
ら
れ
る
。
現
在
、

「検
地
掟
」
を
慶
安
二
年
成
立
と
推
定
す
る
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
る
。

従
来
、
「分
地
制
限
令
」
は
、
佐
々
木
潤
之
介

・
安
良
城
盛
昭

・
大
石
慎
三

郎
等
に
よ

っ
て
、
小
農
自
立
論
と
関
連
さ
せ
理
解
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
強
い
。

し
か
し
、
塚
本
学
は
尾
張
藩
法
の
研
究
か
ら
、
天
和
三

（
一
六
人
三
）
年
に
は

倹
約
令
と
併
存
し
て
発
令
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目
的
を
、
当
時
不
足
し
て
い
た

武
家
奉
公
人
の
確
保
に
求
め
る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。

単
行
の
暮
府
法
令
で
な
い
に
し
て
も
、
五
人
組
帳
前
書
に
し
ば
し
ば
分
地
制

限
規
定
は
見
ら
れ
、
諸
藩
に
お
い
て
も
、
明
暦
二

（
一
六
五
六
）
年
岡
山
藩
、

延
宝
四

（
一
六
七
六
）
年
仙
台
藩
、
天
和
三

（
一
六
八
三
）
年
津
藩
と
前
述
の

尾
張
藩
な
ど
で
の
採
用
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
甲
府
徳
川
藩
領
の
甲
斐
国
西
郡

・

武
川
筋
村
々
で
は
、
寛
文
七

（
一
六
六
七
）
年
十
月
十
八
日
付

「分
地
制
限
令
」

（山
梨
県
中
巨
摩
郡
白
根
町
秋
山
家
所
蔵
）
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
延
宝
九

（
一

六
八

一
）
年
に
は

「徳
川
綱
豊
領
内
法
度
並
代
官
仕
置
定
」
（『長
野
県
史
　
近

世
史
料
編
』
第
二
巻

〔
一
〕
三
〇

一
号
文
書
）
と
い
う
形
で
藩
領
全
域
に
適
用

さ
れ
て
い
た
。

以
上
か
ら
、
「十
七
世
紀
後
半
の
分
地
制
限
が
全
国
で
進
行
し
て
い
た
事
実

の
前
で
は
、
寛
文
十
三
年
に
幕
府
法
令
と
し
て
分
地
制
限
令
が
出
さ
れ
た
か
否

か
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
執
着
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
」
（
一
三
三
頁
）
。

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
山
本
は
本
書
を
問
題
解
決
の
書
で
は
な
く
、
問
題

提
起
の
書
と
し
て
謙
虚
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
し
か
し
、
何
が
ど
こ
ま
で
明
ら

か
に
な

っ
た
の
か
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
研
究
は
先

へ
進
ま
な
い
の
も
事
実

で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
が
提
示
し
て
く
れ
た
事
実
が
今
後
の
研
究

に
与
え
る
影
響
は
大
き

い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
か
ら
受
け
た
感
想
と
共
に
、

い
く
つ
か
の
問
題
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

第

一
に
、
現
時
点
に
お
い
て
、
「慶
安
御
触
書
」
を
慶
安
二
年
発
令
の
全
国

的
幕
府
法
令
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
名
称

自
体
、
文
政
十
三
年
の
岩
村
藩
で
の
版
行
時
の
命
名
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に

「慶
安
期
に
触
れ
出
さ
れ
た
幕
府
法
令
」
と
い
う
意
味
を
冠
し
た
呼
称
の
法
令

類
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
慶
安
二
年
発
令
を
最
初
に
う
た

っ
た

の
は

『条
令
拾
遺
』
で
あ
る
が
、
そ
の
編
纂
時
、
幕
府
が
収
集
し
た
で
あ
ろ
う

「
百
姓
身
持
之
覚
書
」
の
原
典
と
な

っ
た
史
料
が
発
見
さ
れ
、
慶
安
二
年
発
令

と
考
え
ら
れ
る
根
拠
が
出
て
く
れ
ば
別
で
あ
ろ
う
が
、
出
て
き
た
と
し
て
も
、

た
だ
そ
れ
だ
け
で

「慶
安
御
触
書
」
を
慶
安
二
年
の
も
の
と
断
定
す
る
こ
と
に

は
無
理
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
名
の

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
の
最
も
古
い
も
の
が
、

元
禄
十
年
発
令
の
甲
府
徳
川
藩
法
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
に
あ
た

つ
て
参
考
に

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

「
百
姓
身
持
之
事
」
が
存
在
し
て
い
る
。

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
と
同
様
の
も
の
が
、
そ
れ
以
前
に
存
在
し
て
い
る
の
な

ら

「百
姓
身
持
之
事
」
の
存
在
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。

第
二
に

「慶
安
御
触
書
」
の
源
流
探
し
の
問
題
で
あ
る
が
、
本
書
で
は

「百

姓
身
持
之
事
」
が
作
成
に
利
用
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
信
濃
国
佐
久
郡
に
存
在
す

る
慶
安
三
年
の
幕
府
代
官
設
楽
権
兵
衛
に
よ
る
五
人
組
帳
前
書
を
指
摘
す
る
に
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止
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
設
楽
が
幕
府
の
地
方
役
人
で
あ
る
以
上
、
そ
の
五

人
組
帳
前
書
に
載
せ
た
諸
法
令
に
は
原
典
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
の
が
順
当
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
初
期
の
法
令
集
、
例
え
ば
山
本
も
検
討
し
た
で

あ
ろ
う

『御
当
家
令
条
』
な
ど
に
よ
る

「慶
安
御
触
書
」
の
逐
条
比
較
が
次
の

作
業
と
し
て
浮
上
し
て
来
よ
う
。

第
三
に

「慶
安
御
触
書
」
の
仕
掛
人
と
し
て
林
述
斎
に
注
目
し
、
そ
れ
が

『徳
川
実
紀
』
編
纂
過
程
で
の
副
産
物
的
理
解
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
果
た
し
て

「慶
安
御
触
書
」
発
見
を
副
産
物
的
解
釈
に
止
め
て
よ

い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
「実
紀
』
編
纂
と
同
時
期
、
武
蔵

。
相
模
両
国
の

風
土
記
も
編
纂
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
地
誌
や
法
令
類
の
編
纂
が
、
文
化

・

文
政
期
か
ら
天
保
期
に
か
け
て
の
関
東
農
村
の
荒
廃
を
意
識
し
た
対
策
の

一
環

と
考
え
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、
「慶
安
御
触
書
」
発
見
の
意
義
は

一
層
重
要
度

を
増
し
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
の

「
『慶
安
御
触
書
』
発
見
」

と
は
、
述
斎
等
幕
府
関
係
者
に
よ
る

「百
姓
身
持
之
覚
書
」
の
収
集

・
発
見
を

意
味
し
、
そ
の
際
、
関
係
者
に
よ
り
、
こ
れ
を
慶
安
二
年
発
令
と
し
た
作
為
が

あ

っ
た
可
能
性
も
含
め
て
考
え
る
。
因
み
に
江
戸
初
期
の
法
令
編
纂
に
は
、
寛

永
の
大
飢
饉
を
通
じ
て
生
じ
た
対
策
の
必
要
性
か
ら
と
い
う
意
義
が
あ

っ
た
と

い
つヽ
。
こ
う
考
え
て
く
る
と
、
第
四
に
同
じ
農
村
荒
廃
の
問
題
に
苦
し
み
な
が
ら
、

し
か
も
幕
府
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
に
資
料

・
情
報
を
入
手
し
て
い
た
水
戸
藩

が

「慶
安
御
触
書
」
を
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
う
山
本
の
指
摘
が
、
そ
の
理
由

を
追
究
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
意
味
を
持

っ
て
来
よ
う
。
小
官
山
楓
軒
は
立

原
翠
軒
の
門
人
で
、
彰
考
館
で

『大
日
本
史
』
編
纂
に
携
わ
る
と
共
に
、
郡
奉

行
と
し
て
勧
農
殖
産
政
策
に
勤
め
た
農
政
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
要
す
る
に

幕
末
期
、
幕
府
中
央
と
対
立
を
深
め
る
後
期
水
戸
学
の
泰
斗
で
あ
る
。
評
者
に

は
水
戸
学
と
幕
府
官
学
で
あ
る
朱
子
学
と
の
違
い
、
ま
し
て
や
そ
の
農
政
論
の

如
何
を
明
確
に
論
じ
る
だ
け
の
力
量
は
な
い
の
で
、
詳
述
は
避
け
る
が
、
幕
府

学
問
所
総
裁
林
述
斎
の
押
し
進
め
よ
う
と
し
た
農
政
と
小
宮
山
の
そ
れ
と
に
隔

た
り
が
あ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
指
摘
程
度
は
許
さ
れ
よ
う
。

以
上
、
論
旨
の
読
み
違
い
や
理
解
不
足
に
よ
る
見
当
違
い
な
解
釈
や
批
判
が

あ
れ
ば
、
御
寛
恕
い
た
だ
き
た
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
は
、
長
期
に
亘
る
史
料
調
査
と
検
討
作
業
と
い
っ
た
地

道
な
研
究
努
力
の
賜
物
で
あ
る
。
山
本
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
こ
れ
が
到
達
点

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
現
時
点
に
お
け
る
研
究
成
果
と
し
て
、
近
世
政
治

史
や
農
政
史
、
ま
た
史
料
に
向
か
う
姿
勢
等
、
今
後
の
歴
史
学
研
究
へ
の
影
響

は
勿
論
、
歴
史
教
育
に
与
え
る
影
響
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

尚
、
本
稿
は

一
九
九
九
年
六
月
十
二
日
に
行
わ
れ
た
封
建
制
研
究
会
六
月
例

会
に
お
け
る
報
告
と
討
論
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
九
九
九
年
八
月
二
十
三
日
稿
了
）

〈
論

文

〉

自
由
民
権
期
の
山
田
泰
造

―
高
等
法
院
に
お
け
る
花
香
恭
次
郎
の
弁
護
活
動
ま
で
―
新
井
揆
博

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

臨
時
震
災
救
護
事
務
局
神
奈
川
県
支
部
に
つ
い
て
の

一
考
察

伊
東
富
昭

〈
資
料
〉
学
習
活
動

一
覧

（
一
九
九
三
年
十

一
月
～

一
九
九
八
年
十
月
）

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一
三
号

明
治
六
年
政
変
後
の
政
体
取
調 （

一
九
九
九
年

一
月
二
四
日
発
行
）

奥
田
晴
樹
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